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According to Xunzi’s theory, all humans have the possibility to become sages. Each people has the 
ability to know and practice the right “道(way)”. Nevertheless, there are very few, if not any, who attain 
sageness in actual. Since just knowing was not sufficient to become a sage, they had to do continuous 
practices. The point is that it is achievement of our will, not our talents, to sustain the continuity of the 
whole process of our moral improvement. Thus, we should conclude that constant praxis was far more 
important for us than the innate epistemological ability. 
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i 渋谷由紀「『荀子』の性説における「疾惡」と「殘賊」」（『東
京電機大学総合文化研究』第 12 号、2014 年 12 月）、同「報
復感情としての「疾惡」と『荀子』の性悪説」（『東京電機大








田大学大学院文学研究科紀要』第 46 輯第１分冊、2001 年 2
月）は同様の立場に立っていたが、筆者は拙論「『荀子』の「心」
の再検討―「心」は如何にして「道」を知るか―」（『國學院







総合文化研究』第 11 号、2013 年 12 月） 
vi 渋谷由紀「『荀子』に見られる人間の倫理的等級について」（『後
漢経学研究会論集』2011 年 6 月） 
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 心之が択を為す、之を慮と謂う）」とあり、「性」の感情や欲
望を選択する「心」の機能である。 
xii 原文は「工人」であるが、楊倞注によって改めた。 
xiii 『荀子』の「心」には複数の観念があり、欲望に流される「心」
も見られることは既に指摘されている。注ⅱ所掲の栗田直躬、
沢田多喜男の論など。 
xiv 但し正名篇には「凡人莫不從其所可、而去其所不可。知道之
莫之若也、而不從道者、無之有也。假之有人而欲南無多、而
惡北無寡、豈為夫南之不可盡也、離南行而北走也哉（凡そ人、
其の可とする所に従い、其の可とせざる所を去らざる莫し。
道の之に若くもの莫きを知り、而して道に従わざる者は、之
れ有る無きなり。之を仮うるに、人有りて南せんと欲して多
とすること無く、北するを悪みて寡とすること無くんば、豈
に南の尽くす可からざるが為に南行を離れて北走せんや）」と
あり、その「道」が他に比類のない存在であることを知れば、
人は必ずその「道」に従う、とされている。しかしここでの
「道」の認識には「知道之莫之若」という限定があり、誰もが
知ることが出来るような、初歩的な段階の「道」の理解度で
はないと考えられる。更にここでは、「道」が比類ないと知っ
ていればその「道」に従う（南に行く）ことに困難があって
もそれに反する（北に行く）ことはしない、とも述べられる
が、怠惰であるということはただ立ち止まって動けないでい
ることを指し、逆走しているわけではない。或いはここに、
怠慢な学習者がそれだけで排除はされていないことの理由が
あるのかも知れない。 
